
 RI第 2750地区  多摩中グループ          

      東京国立ロータリークラブ         
例 会 日：毎週水曜日    例会場：谷保天満宮社務所 2階 東京都国立市谷保 5209  

事 務 所：東京都国立市谷保 5234-1     TEL:042-575-0770   FAX:042-572-8666 

E-MAIL：kunitachi-rc@sage.ocn.ne.jp   WEB：http://kunitachi-rc.com/ 

会報委員：大庭敏也・秋廣道郎・遠藤常臣・伊藤達弥 

会長 内山健治 幹事：喜連元昭 

RI 会長テーマ ROTARY SERVING HUMANITY 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          東京国立白うめ RCと合同例会 

           

日  時：平成 28年 10月 19日（水）  

会  場：例会場   

司  会 :ＳＡＡ     国立白うめRC原田直前会長 

開会点鐘                     内山会長 

斉  唱：ロータリーソング「奉仕の理想」 

お客様の紹介                            内山会長 

 大槻 哲也様 第 2750地区ガバナー 

 金丸 清泰様 地区幹事 

 鈴木 義明様 多摩中グループ ガバナー補佐 

 鏑木 孝和様   〃     グループ幹事 

門馬 光直様 東京調布 RC・地区副幹事 

会長挨拶                       内山会長 

幹事報告                     喜連(元)幹事 

委員長報告                     

 ニコニコＢＯＸ         大神田親睦活動委員 

●大槻哲也ガバナー 今日も楽しい例会でありますよ

うに ニコニコします。 

●門馬光直様(東京調布 RC) 久しぶりにメーキャップ

に来させて頂きました。本年度、大槻ガバナーに公式

訪問させて頂いています。本日 100ロータリー中 79ロ

ータリークラブの訪問が完了しました。 

●内山会長 本日のガバナー公式訪問には、大槻ガバ

ナー始め、金丸幹事、鈴木ガバナー補佐、鏑木グルー

プ幹事ようこそいらっしゃいました。先程の懇談会に

は有意義なお話ありがとうございました。会員の皆様

には、大槻ガバナーのお話を拝聴頂ければ幸いです。 

●喜連元昭幹事 大槻ガバナー・金丸地区幹事・鈴木

ガバナー補佐・鏑木グループ幹事のご来訪歓迎致しま

す。ご多忙の中有難うございます。 

●津戸会員 大槻ガバナーのクラブ訪問心より歓迎申

し上げます。金丸地区幹事さん、日頃奉仕活動に活躍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナーとの懇談会を前に撮影 

のお姿、感銘して居ります。 

●宗村会員 大槻ガバナーのご来訪ありがとうござい

ます。 

●吉野会員 本日ガバナー訪問、大槻ガバナーには当

クラブご訪問いただきまして、大変ありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。鈴木ガバナー補佐・

鏑木グループ幹事、ご苦労様です。 

●村上会員 ガバナー訪問、ご苦労様です。御一行様

の御来会を歓迎致します。調布 RCの門馬様、連日お疲

れ様です。本日は御指導宜しくお願い致します。 

●岡本正伸会員 大槻ガバナー・鈴木ガバナー補佐の

御来訪を歓迎申し上げます。1年間健康に留意されご活

躍下さい。本日はロータリー活動への御指導宜しくお

願いします。 

●小川会員･遠藤常臣会員･石塚会員･木島会員･喜連紘

子会員 大槻ガバナー･鈴木ガバナー補佐の御来訪歓

迎致します。 

●広報･IT 委員会(荘原会員･岡本貞雄会員･寺澤会員) 

大槻ガバナーのご来訪心より歓迎いたします。ガバナ

ーの卓話、今後のロータリー活動の為にもしっかりと

拝聴させていただきます。 

●社会奉仕委員会(杉田会員･佐伯会員･稲村会員･遠藤

クラブ会長テーマ  

行動しよう・前進しよう！ 
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直孝会員･伊藤達弥会員･大庭会員･北島清高会員･鈴木

会員) 大槻哲也ガバナー、鈴木義明ガバナー補佐、金

丸地区幹事、鏑木グループ幹事、一年間宜しくお願い

します。 

●青少年奉仕委員会(長嶋会員･山崎会員･関俊之会員)  

大槻ガバナー･鈴木ガバナー補佐のご来会を歓迎申し

上げます。これからのロータリークラブの活動に活か

して参りたいと思います。本日は宜しくお願い申し上

げます。 

●SAA 委員会(本間会員･山口会員･青木会員･近藤会員･

北島正典会員) 大槻ガバナー･鈴木ガバナー補佐のご

来会を心から歓迎申し上げます。大槻ガバナーの掲げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。例会前の懇談会において内山会長

さんからはクラブテーマ｢行動しよう・前進しよう!｣のお話

をいただきました。やる気満々・力強さを感じる内容でし

た。素晴らしいクラブだなという印象を持ちました。 

RI会長ジョン・F・ジャーム氏のテーマ「人類に奉仕するロ

ータリー」 1月にアメリカのサンディエゴで 1週間、国際

協議会出席して配偶者共々ガバナーになる研修を受けまし

た。RI 会長のテーマは、人類への奉仕はロータリーの礎で

ある。世界で意義ある奉仕を行う最善の道はロータリーの

会員になることである。様々な分野から熱心で有能な職業

人が集まり壮大な目標を実現できる団体はロータリーをお

いて他にはない。と仰いました。つまり、ロータリー全体

を発展させるためには、クラブの組織を盤石にすることで

あり、特に会員増強と維持が重要課題であるということで

す。素晴らしいリーダーだと思いました。 

RI 強調事項の推進 ① ポリオ撲滅の達成② 会員増強（意

欲と思いやり、知恵に溢れた人材）③ 柔軟性のあるクラブ

（活性化）④ ロータリーの未来を担う若者たちの育成 

地区運営方針  「奉仕の哲学を実践しよう」 

         ～ 「地区チーム」はクラブを支援する 

地区強調事項  ①クラブと地区チームの連携を密にする 

②奉仕の実践と歴史、市民意識等を研究する ③地区活動の

取り組みに「戦略計画」を立てる ④2020 年東京オリンピ

ック・パラリンピックを支援する ⑤クラブの情報交流を深

めクラブの基盤維持を支援する ⑥公共イメージ向上と広

報活動を積極的に推進する 

会員増強とクラブ基盤強化への支援 ①クラブの適正規模 

る｢クラブと地区との信頼関係を柱に｣を実践すべく頑

張ってまいりますので、これからもご指導の程よろし

くお願い申し上げます。 

●親睦活動委員会(伊藤明会員･岡田会員･長嶋会員･大

神田会員･鈴木会員･川向会員) 大槻ガバナー･鈴木ガ

バナー補佐もご来会を歓迎申し上げます。大槻ガバナ

ーの｢クラブと地区との信頼関係を柱に｣をロータリー

クラブの活動に活かしてまいります。 

ニコニコ BOX合計 85,000 累計 666,000円 

出席報告           遠藤(直)出席奨励委員長 

  １０月１９日 在籍４７中  出席３７名   

 前々回(10月 5日) の出席率  91.11％    

閉会点鐘                    内山会長 

 

 

を考慮した純増数～会員維持率 100% ②会員が 50名以下 

のクラブは 1名、51名以上のクラブは 2名 ③40歳未満の

新会員を 2名、大クラブは 4名入会させる 

ロータリー財団への支援～創立 100 周年を迎える ①年次

基金～会員 1 名、150 ドル以上 ②ベネファクター（恒久

基金への寄付が 1000 ドルに達する寄付者）、会員 99 名以

下のクラブは 1 名以上 ③ポリオプラスへの寄付～ 1 クラ

ブで 2650ドル以上（26ドル 50セントの 100倍・100周年） 

④大口寄付者 レベル 1（寄付累計額が、10,000ドルに達す

る寄付者）地区で 10名以上/レベル 2（寄付累計額が、25,000

ドルに達する寄付者）地区で 2 名以上 ⑤地区補助金、グ

ローバル補助金を活用したプロジェクトの立案、実行 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への支援 

地区として、特別寄付と普通寄付合わせて～ 1 億円 

地区大会 2月 21日（火）～22日（水） 

国際大会 ６月 10日（土）～14日（水）米国アトランタ  

おちこぼれロータリアンからガバナーへ 

【入会当初】「人の役に立って、喜んでもらえる奉仕活動 

に参加できる喜びを胸に意欲的に入会 

【入会２～３年目頃】仕事が忙しいので」という理由を重

ねて「まあ、いいか」と段々休み癖がついていた 

【退会か奮起か・・決断の時】 「勇気を奮って、元気を

出して心を強くしよう」という思いで、苦渋の末、「退

会」ではなく「出席する道」を選択！ 

【結論】ロータリーを楽しむには これまでは「仕事が忙

しい」を口実にしていた。しかし人に与えられた時間

は公平であり、時間の使い方を工夫し「時間対効果」

を考えて頂くことも大切ではないでしょうか 

人生とロータリー、生涯自分が現役であると思う度に感

じている。人にはそれぞれの人生がありますけれども、

そこには楽しいことばかりではなくして、泣いたり笑っ

たりする。しかし、それらを全て楽しいなと切り替えて

くれるのが、これこそがロータリーだと思っています。 

人生の泣き笑いとロータリー 

大槻 哲也 ガバナー 


